
第１５号                                令和３年４月５日発行  

- 1 - 
 

協 会 だ よ り 
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■第９回定時総会のお知らせ 

当協会の第９回定時総会を次のとおり開催します。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策とし

て、昨年度と同様に会場内での「密」を避けるため、御出席は一社１人に限定させて頂きます。 

なお総会終了後の懇親会を実施するかどうかについては総会の通知で別途お知らせする予定です。 

【日時】令和３年６月３日（木）１５：００～ 

【場所】ロイヤルパインズホテル浦和 ４階 ロイヤルクラウンＡ 

■協会事務所移転のお知らせ 

 協会の現事務所のビルが耐震性の問題から取り壊しとなるため、協会事務所が移転となります。

併せて同日から電話番号及びＦＡＸ番号も変更となります。マニフェスト頒布業務や各種お問合せ

などで会員の皆様には御不便をお掛けしますが、御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

【移転日】令和３年４月１９日（月） 

【移転先】〒330-0052 さいたま市浦和区本太２丁目９番２４号神野ビル１階 

【電話等】［電話］０４８－７１１－１０１４ ［ＦＡＸ］０４８－７１１－７７０８（※） 

       ※マニフェスト購入申込時にＦＡＸ番号をお間違えのないようにお願いします。 

■「プラ資源循環促進法」の公布について 

 「プラ資源循環促進法（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）」（案）が、令和３

年３月９日に閣議決定されました。概要は以下のとおりです。 

【市区町村の分別収集･再商品化】 

 〇プラスチック資源の分別収集を促進するため容リ法ルートを活用した再商品化を可能にする。 

 〇市区町村と再商品化事業者が連携して行う再商品化計画を作成する。主務大臣が認定した場合 

  に、市区町村による選別、梱包等を省略して再商品化事業者が実施することが可能に。 

【製造・販売事業者等による自主回収】 

 〇製造・販売事業者等が製品等を自主回収・再資源化する計画を作成する。 

  ・主務大臣が認定した場合に、認定事業者は廃棄物処理法の業許可が不要に。 

【排出事業者の排出抑制・再資源化】 

 〇排出事業者が排出抑制や再資源化等の取り組むべき判断基準を策定する。 

  ・主務大臣の指導･助言、プラスチックを多く排出する事業者への勧告･公表･命令を措置する。  

 〇 排出事業者等が再資源化計画を作成する。 

  ・主務大臣が認定した場合に、認定事業者は廃棄物処理法の業許可が不要に。 

■押印を求める手続の見直し等のための環境省関係省令の一部を改正する省令について 

 令和２年環境省令第 31 号が令和２年１２月２８日から施行され、廃棄物処理法施行規則の様式で

定める、事業者等に対して押印を求めている手続の押印が不要となりました。 

 

http://saitama-sanpai.or.jp/
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■連合会が発行するマニフェスト（産業廃棄物管理票）の様式の変更について 

 令和２年環境省令第 31 号により産業廃棄物管理票（施行規則の様式第二号の十五）は「受領印」

を「受領欄」と修正し㊞のマークが削除されました。本改正への対応のため、連合会の産業廃棄物

管理票（マニフェスト）の様式が変更されました。 

 また、本変更に際し連合会が独自に設けていた交付担当者欄の㊞の印字も廃止されました。 

 なお、省令改正の後も、附則により旧様式も当分の間、これを取り繕って使用できます。 

■優良認定基準の改正等について 

 令和２年２月２５日に

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律施行規則の一

部を改正する省令（令和

2 年環境省令第 5 号）が

公布され、優良認定基準

の見直しがありました。   

 これを受け埼玉県では

更新許可申請書（優良認

定に係る部分）の改正を

行い令和３年１月に公表

しました。詳しくは、県

産業廃棄物指導課審査担

当（048-830-3125）に、

確認してください。 

■令和３年度許可講習

会開催予定（埼玉分） 

 新型コロナウイルス感

染症の拡大防止のため、

ＪＷセンターは昨年度に

引き続き、受講者は各自

オンラインで受講し修了

試験のみを会場で受験す

る二段階方式で実施する

とのことです。 

 お申し込みはすべて同

センターのホームページ

からインターネットによ

るもののみとなり協会に

よる受付はできません。 

 埼玉会場の修了試験の

日程は右表のとおり。 

講習会（課程） 定員

13:30 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55

13:30 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の収集・運搬課程 55

講習会（課程） 定員

9:50 産業廃棄物の処分課程＋収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物の処分課程＋収集・運搬課程 55

講習会（課程） 定員

13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55

13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55

13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55

13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
13:30 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55

講習会（課程） 定員

9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程＋収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程＋収集・運搬課程 55

講習会（課程） 定員

13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
9:50 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55

13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
9:50 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55

13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
13:30 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55
9:50 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 55

試験日時

試験日時

【新規講習会（処分※)】　※ 収集運搬課程の同時受講を含む。

【更新講習会（処分※）】　※ 収集運搬課程の同時受講を含む。

【新規講習会(収集運搬)】

【更新講習会（収集運搬）】

＜埼玉県内の講習会の試験日程＞

2022年  1月18日(火)
2022年  1月19日(水)
2022年  2月  2日(水)
2022年  2月  3日(木)

2021年12月  8日(水)
2021年10月  9日(木)

試験日時
2021年10月20日(水)
2021年10月21日(木)

※　試験会場は、すべて「さいたま共済会館（６F　大ホール）」です。

試験日時

2022年  3月10日(木)

2021年8月31日(火)
2021年  9月1日(水)

2021年10月  6日(水)
2021年10月  7日(木)

2021年  9月  1日(水)
2021年  9月  2日(木)
2021年10月19日(火)

2021年12月  8日(水)
2021年12月  9日(木)

【特別管理責任者講習会】

2022年  1月18日(火)
2022年  1月20日(木)
2022年  3月  9日(水)
2022年  3月10日(木)

2022年  1月19日(水)

試験日時

2022年  3月  9日(水)

2022年  1月20日(木)

2022年  2月  3日(木)
2022年  2月  2日(水)

2021年10月20日(水)

2021年10月21日(木)

2021年10月  7日(木)
2021年10月19日(火)

2021年  8月31日(火)
2021年  9月  2日(木)
2021年10月  6日(水)
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■石綿を含有するバスマット及びコースター等の処理方法等 

特定のメーカーから販売されたバスマット、コースター等の珪藻土製品中に、基準を超える石綿が

含まれているもの（以下「石綿含有珪藻土バスマット等」という。）があることが判明しています。 

 石綿含有珪藻土バスマット等を廃棄物として処理する際、石綿含有珪藻土バスマット等を破砕、

切断等する場合その他労働者が石綿粉じんにばく露するおそれのある場合には、石綿障害予防規則

に基づく湿潤化や呼吸用保護具の使用といった措置を行う必要があります。 

 廃棄物処理法施行令第６条に規定する石綿含有産業廃棄物の処理基準、平成１８年廃棄物処理法

等施行令改正施行通知、「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第２版）」を参照の上、廃棄物処理に

従事する労働者を含む人の健康又は生活環境に係る被害が発生するおそれが生じないよう処理する

必要があります。 

■「産業廃棄物処理業の許可事務について（通知）」に係るＱ＆Ａ集の改訂 

 平成３１年３月２６日付けの産廃第 1424-2 号の通知により「製品等について、機械的な施設を用

いることにより、その一部が分離される工程を中間処理として位置づける」とされ、令和元年８月

１５日付けでＱ＆Ａ集が示されました。このＱ＆Ａ集が令和３年２月９日付けで改訂され次の２つ

のＱ＆Ａが追記されました。詳しくは県産業廃棄物指導課審査担当（048-830-3125）まで。 
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■新型コロナウイルスワクチン接種に伴う廃棄物の処理について 

連合会から「集団接種の行為により発生する廃棄物の扱いについて」環境省に照会したところ、

以下の回答がなされたとのことです（令和３年２月１２日）。 

Ｑ 医療関係機関等以外の場所での集団接種(学校の体育館、公民館、地区センター等における接

種)が行われた場合、当該集団接種の行為により発生する廃棄物は感染性産業廃棄物に該当します

か?  

Ａ 医療機関以外の集団接種のための場所（以下「集団接種会場」という。）について、新たに診療

所として開設する場合（※）には、当該集団接種会場は廃棄物処理法における診療所に該当し、当

該集団接種会場において生じる廃棄物は感染性廃棄物に該当することが考えられます。 

 既存の医療機関が集団接種会場において巡回健診等として実施する場合は、診療所開設の手続は

要しませんが、当該集団接種会場を診療所に相当する場所とみなすことや、医療機関等によって回

収され医療機関等から排出されること等によって、感染性廃棄物として処理されることが望ましい

です。 

 詳細は追って通知いたしますので、そちらを踏まえつつ個別の事情に応じて都道府県産廃部局の

指導にしたがってください。  

（※）巡回健診等によらない場合、市町村が新たに一時的に開設する場合等 ※以上、原文ママ 

 

【主な協会行事予定（4 月～6 月）】      【編集後記】 

4/15(木)  第 1 回理事会（WEB 方式） 

4/18(日) 引越し 

4/19(月)  新事務所稼働 

5/13(木)  第２回理事会（WEB 方式） 

6/ 3(木)  第９回定時総会 

6/17(木)  第 1 回常任理事会（WEB 方式） 

6/18(金)  全産連第１１回定時総会 

 3 月 21 日（日）に新型コロナウイルス感染症

に係る緊急事態宣言が解除されましたが、いわ

ゆるリバウンドが懸念されています。 

 ワクチンの接種が進むなどして 1 日でも早く

安心・安全な社会に戻ることを祈念してやみま

せん。 


